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松原新之助 1880「魚類目録」（本文はドイツ語）日本人の手による「魚類学」の嚆矢

内村鑑三 1884「日本魚類目録」

河野博 東京海洋大学と魚類分類学 天皇陛下の魚類学ご研究展示目録 2009
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松原新之助先生略伝 水産研究誌 11(3) ｔ５ 1916 P660/73

東京水産大学七十年史 東京水産大学創立七十周年記念会, 1961 092/1
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松原新之助先生略伝 水産研究誌 11(3) ｔ５ 1916 P660/73
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松原新之助 1915 ヒルゲンドルフ先生 動物学雑誌 27 4490ー450

朴澤三二 1915 フランツ・ヒルゲンドルフ 動物学雑誌 27 前17ー20
松原新之助先生略伝 水産研究誌 11(3) ｔ５ 1916 P660/73
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・講筵筆記藥用動物篇 2巻 / 松原新之助講義 ; 安本徳寛筆記 ; 巻之上, 巻之下. 

英蘭堂島邨利助(発売), 1878. 491.9/Ma73/別置図書 明治14（1881）年からの東

京大学医学部助教授の授業の講筵筆記である。本書と同時期に講筵筆記藥用植
物篇も出版されている。
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海老名謙一 水産講習所長物語 1-10 楽水 693-703 1956-1958
松原新之助先生略伝 水産研究誌 11(3) ｔ５ 1916 P660/73
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海老名謙一 水産講習所長物語 1-10 楽水 693-703 1956-1958
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日本の魚学・水産学事始め : フランツ・ヒルゲンドルフ展 / ヒルゲンドルフ展企画実
行委員会編. 

ヒルゲンドルフ展企画実行委員会, 1997 487.5/H58 
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松原新之助 我水産博覧会ニ先テ伯林漁業博覧会ノ実況ヲ述フ 大日本水産会報
告12号（M16) 1883
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獨乙農務觀察記. 上. --農務局, 1881 貴重書庫 004/H11/A635/羽原文庫
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東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編. 

通史編, 資料編. --東京水産大学, 1989.
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東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編. 

通史編, 資料編. --東京水産大学, 1989.

17



明治大正水産回顧録 / 下啓助著.   東京水産新聞社, 1932 660.2/Sh51

水産調査豫察報告 / 農商務省水産局. --１-４卷. --農商務省水産局, 1889-1893.
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東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編.   通史編, 資料編. --
東京水産大学, 1989.

海老名謙一 水産講習所長物語 1-10 楽水 693-703 1956-1958
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松原孝子 介類産卵期調 大日本水産会報119-175 1892 P660/72
松原新之助 新潟県ノ水産ニ就テ 大日本水産会報119 M25 1892 P660/72
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北越河漁調査報告 / 松原新之助編. --松原新之助, 1892.

新潟県内の河川の魚種減耗を懸念した、新潟県漁業連合会の依頼を受けて、松原
新之助が明治24 年10 月28 日から11 月25 日までに新潟県内の河川を調査した記

録。魚種の減耗に対する策として、密漁の禁止、育てやすい欧米の良種を移入し、
人工孵化を進めることなどをあげている。また、阿賀川（現在の阿賀野川）において
、鉱山の出す廃水が魚類に悪影響を与えていることも既に指摘している。
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松原前水産講習所長銅像除幕式 水産研究誌 7(4) 135 1912

23



日本水産史. 農商務省水産局, 1900.  明治33年(1900年)パリ万国大博覧会出品の
ための仏訳本(Histoire de l'industrie de la pêche maritime et fluviale au Japon)の原
稿 図書館 660.2/N77 
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万国水産博覧会と欧米水産の趨勢 大日本水産会報241-1 1899
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露國聖彼得堡府萬國漁業博覽會報告 / [松原新之助著].

農商務省水産局, 1903.

明治34（1901）年にロシアのセントペテルスブルクで万国漁業博覧会が開かれ、委

員として出張、その時開かれた万国漁業会議にも出席した。本書は万国漁業博覧
会の各国の出品の詳細な報告であり、併せて各国の水産業の状況を図版とともに
報告している。660.5/N97 （ロコクセント ピータースブルク）
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東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編.   通史編, 資料編. --東
京水産大学, 1989. 092/To46 
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錦鱗会ニ於ケル松原水産講習所長ノ演説 水産研究誌 4-188 M42 1909
P660/74
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雲鷹丸が最初の実習航海に出帆するにあたり、水産講習所の松原所長が乗船教
官と

学生におこなった以下の訓示は、科学に貢献し世界の人材となることをめざして勉
学し

実行することを説いており、100 年後の現在読んでも新鮮です。

本船は単に実習船をして漁業の練習を為すを以て其の目的と為すものにあらず。
一方に於ては水

産調査船として科学上の貢献を為さんことを期し、他方に於ては事業に関し世界的
の人物を作る

を以て目的とす。（中略）本船に対し実習船としては贅沢に失すとの世評あり、弁ず
るに足らざ

ることながら一応誤解を防ぐ為に本所の主義を述ぶべし。本所は従来経費の許す
限り凡ての方面

に於て完備を期し、完全なる設備を以て完全なる人物を作るを大方針とす。蓋し完
全に養成せら

れたる人物にして始て不充分なる境遇に立ち錯誤なきことを得ればなり。諸君も此
の意を体し充

分に設備を利用せられたし。（中略）学生として且つ紳士としての体面は終局まで之
を保持せら

るべきは言を俟たず。（後略） （大日本水産会報 323 号 1909:9-10 より。）
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日本重要水産動植物圖 / 大日本水産會編. --図版,解説. --嵩山房, 1910. 本書は
農商務省が明治22 年にフランスで開催された博覧会に国内水産動植物159 種を選

んで石版で印刷し出品したものを元に種類を加え出版したもの。解説は松原新之助
が分担している。
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蹉跎（さた） つまづき

東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編.   通史編, 資料編. --東
京水産大学, 1989. 092/To46 
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日本鮭鱒養殖誌 / 松原新之助著. --農商務省水産講習所, 1912. 明治44年ローマ

で行われた万国博覧会の際、松原新之助が発表したドイツ語の論文を日本語に訳
したもの。同じものを国会図書館の近代デジタルライブラリーでも見ることができる。
鮭鱒養殖の沿革、鮭鱒の経済的価値、鮭鱒養殖の現状について述べており、これ
からますます発展させて行くべき事業だと結論

づけている。 663.6/Ma73/別置図書
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「私がここに殊に有り難く、又愉快に思います
のはこの銅像建設につきまして旧水産伝習
所及び本所の出身者諸君が主としてこの挙
に興かれて、それに他の方々は、偶この企て
のあるということをきいて好意から加わって下
されたということで偶然、私の心持と一致した
ことであります。世の中にはこういうことに無
理にすすめられ、義理にからまれて嫌々なが
ら応ずるという例もあるそうで、もしそうである
とすると、うけた方もあまりよい心持はせぬも
のであろうと思うからであります。 松原前水産講習所長銅
像除幕式 水産研究誌 7(4) 135 1912
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東京水産大学七十年史.   東京水産大学創立七十周年記念会, 1961 092/1

東京水産大学百年史 / 東京水産大学百年史編集委員会編.   通史編, 資料編. --東
京水産大学, 1989. 092/To46 
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松原先生の葬儀 水産研究誌 11(3) 1916
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逝ける松原氏 水産界 35(402) p.53(261) 1916（大正5）
妹尾秀実 1916 松原翁の事ども 動物学雑誌 28 7-8
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妹尾秀実 1916 故松原翁の事ども 動物学雑誌 28 7-8
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